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＜連絡事項＞

・『実習指導』をテーマとする看護グループ内研修が３月１０日（木）～１１日（金）に実施され

ます。対象は全看護スタッフです。

・２３年度は八戸短期大学からの看護学生実習が入る予定です。実習担当だけでなく、病棟・病

院での受け入れ体制が必要になりますので、この機会に学べるようにして下さい。

・内科医（呂：ルー医師）が、本日より病棟勤務開始となります。現場での勤務システムなど、検討中ではあります。本日は、午前中に病棟ラウンド、薬局、検査部門の対応としています。

・新入職（金井　優樹さん）が東病棟配属となっています。３月いっぱいは介護スタッフとしての対応になりますが、准看護師試験の取得により、４月１日（金）、５日（火）～７日（木）の入職時研修に参加し、その後はローテーション研修に入る予定です。今月中は担当介護スタッフと勤務（①患者様やスタッフの名前と顔を覚えること②病棟の雰囲気を知ること）に入る形になります。

・定期検査は、３月１４日（月）の週から実施としています。医師からのオーダー確認がとれ次第、担当スタッフが準備に入っていきます。

・カルテチェック済みの物は、各自受け持ち担当スタッフでカルテ庫に収納するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・澤田　ムメ様～コリネールL（10）１Ｔ　１日分のみ継続処方となっています。

・木村　慶喜様～本日10：30より家族付き添いにて、八戸赤十字病院消化器内科を受診しています。

・松川　麗様～本日午後より、退院請求に伴う県からの面談があります。

・西舘　啓子様～主治医より、措置解除の意見が出ており、現在、措置解除に向けて申請中です。

・高橋　栄子様～現在、作業療法（塗り絵）を病棟にて行っています。用紙を入れるファイルを作業スタッフが病棟に置いておきましたので、活用して下さい。

・本田　英之様～本日外泊より帰院されています。服薬も問題なく行われています。ご家族様への外泊中の様子についてのアンケートが未記入のまま戻ってきていますので、次回外出時、記入して頂く事としています。

・木村　格治様～３月１８日（金）、保護者（兄）様と退院に向けた主治医面談を行う予定です。退院後の環境や利用する社会資源についても検討する為、ＰＳＷも面談に入ってもらう予定です。主治医へはその旨を明日の診察時に報告する事としています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・外山　尚武様～終日隔離継続中。本日、セルシン２Ａ筋注指示あり、施行しています。

２月上旬より睡眠が不安定となり、徐々に不眠で経過する日もみられてきていました。２月下旬より妄想に左右された発言が活発となり、他者への威嚇や攻撃的となることあり、また食事、服薬を拒否することが目立つようになっています。2/28より、精神症状により沈静目的の為、点滴療法を開始。点滴実施時は抵抗強いため、一時的に四肢拘束をしていました。3/5、18：30より食事、服薬を拒否。掲示板を破損させる破損行為、介入したスタッフへの粗暴行為があり、当直医へ報告。以後、終日隔離となっています。その後も、食事、服薬の拒否は続いています。

⇒精神症状の悪化には特にきっかけはなかったように思われ、周期的なもので

はないか。

⇒拒薬時は時間をおく等促しを行い、それでも拒否されている場合は主治医報告し、対応していきましょう。

・棟方　直浩様～ホールと自室ベッドの往復やスタッフについて歩いたり、詰所に入る行動が見られています。要求時一時的に声を上げることありますが、迷惑行為はありません。他ユニット適応とは考えにくい為、合併症室で経過観察していく事とします。また、現在の精神状態を主治医へ情報提供し、退院へ向けての外泊訓練を勧めていく予定としています。

＜皮膚科診察＞

・種市　久子様～四肢に急性湿疹見られている為、デルモゾールＧ軟膏塗布の指示あり。

・安達　貴浩様～首に急性湿疹見られている為、デルモゾールＧ軟膏塗布の指示あり。

・和田　昌様～口角炎治癒された為、アフタゾロン軟膏塗布中止の指示あり。

・高間木　八男様～内服薬（タベジール・ネオファーゲン）が１週間分継続処方となっています。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離継続中。

　　　　　　　　昨日不眠で経過。鉄格子の間からもスタッフへ殴り掛かろうとする事や水掛け行為等、問題行動頻回。扉側から食事の配膳・下膳する際も、突進してホールへ出ようとする事あります。精神症状悪化に伴い、事故が予測される為、本日夕食よりディスポ食器での配膳へ変更しています。衝動行為に注意し、対面時は本人と距離を保ち、また、状況に応じて複数のスタッフで対応し、ケアにあたりましょう。

・泉山　ケイ子様～時間隔離継続中。

　　　　　　　　　本日不機嫌さなく、ホールでチラシを見る・音楽を聴く等して過ごされていますが、唸り声を上げている患者様を突き飛ばす行動が一度だけ見られています。引き続き、精神症状の観察と、他者とのトラブルに注意していきましょう。

＜川端Drケース検討＞

・水梨　孝純様～右腕に湿疹ある為、次回皮膚科診察時、野沢Dr.に状態報告し、診てもらう様にとの指示あり。皮膚科診察についたスタッフは、忘れずに報告して下さい。

・川井　麻都香様～本日夕食より、全粥・キザミ食から常食へ食事形態変更となっています。「急に走り出したくなる時がある。」と訴えある為、心電図検査の指示あり、実施しています。また、Ｄユニットへの移動を提案した所、まだ感情のコントロールが出来る自信が無いとの事で、引き続きＡユニットで様子観察としています。

・杉澤　恵子様～現在ヘッドギア着用の指示ありますが、本人より「被りたくない。」と訴えあり。以前に比べ歩行状態安定しており、転倒も見られていない事から、本日よりヘッドギア着用不可となっています。

・舘　ひろ子様～本人の希望により、明日より朝食時のみパン食へ食事形態変更となっています。

作業療法やアルコールプログラムについてですが、明日の外出（確定申告等の手続き目的）後に改めて検討すると本人話されています。

・柳杭田　かつ子様～多飲水傾向、それに伴う多量の尿失禁、他者への迷惑行為（同室者私物を勝手に使用する等）ある為、Ｃユニットへの部屋移動を検討していましたが、上記行為が過度となる様子はない事から、現状維持での様子観察としています。引き続き、精神症状と飲水状況の観察を行っていきましょう。

＜新入院予定患者様＞

天間　康弘様（５４）

主病名：統合失調症　住所：田子町

病　歴：幻聴、被害関係妄想等の症状が出現し、平成３年１１月８日、八戸赤十字病院を初診して、同日入院（～平成４年２月１４日）。退院後、通院・服薬中断により上記症状が再燃して、以後、同院へ２回の入院歴がある（平成４年５月８日～平成５年４月１７日、平成１１年２月２日～平成１１年６月１日）。退院後は生活訓練施設「青山荘」へ入所。同施設を退所後は八戸市内のアパートへ入居し、八戸赤十字病院への通院を継続していた。

平成２２年、実家（田子）へ戻り生活。同年９月１７日を最後に八戸赤十字病院への通院を中断。家族、田子町保健師が通院を促していたが本人の拒否により行われなかった。
＜通報に至った経緯＞

本日早朝（6：30）、近隣の住宅へ生卵を投げつける事があり、住民が１１０番通報。警察官が到着すると、「フランスのデモに参加している。」「みんなが馬鹿にして殺してやろうと思っていた。」等と思考滅裂であり、警察に三戸警察署に留置され、警察官通報（第２４条）により措置鑑定が実施される事となる。

